６年２組パワーアップ大作戦！
６年特別活動　　７月　４時間　　附属新潟小学校　教諭　八子　正彦　　


																																																			
																															
１　本議題で目指す姿																																						
共通の目的をもった他者の経験から来る思いに共感し，折り合いの付け方を決める子ども
具体的には，解決策とその理由の違いに着目し，自分と異なる解決策の立場で類推して考える「見方・考え方」を働かせ，解決策と理由の違いや多様性を認めて合意形成を図るという資質・能力を発揮して，「ぼくは，今回の学級イベントはまずマシュマロリバーを先にした方がよいと思う。確かに○○さんが言ったように，マシュマロリバーは絶対に男女で協力しないと成功しなくて，確実に関われるということに納得した。ぼくのグループもそうだった。けいどろもいろいろな人と関われるけど，達成できる確実性を考えると，やっぱりマシュマロリバーがいい」などと課題解決する子ども
																																																			
２　本議題で育成する資質・能力，そのために子どもが働かせる「見方・考え方」															
	特別活動
	「見方・考え方」

	
	○　解決策とその理由の違いに着目し，自分と異なる解決策の立場で類推して考える

	
	①知識・技能
	②思考力・判断力・表現力
	③態度

	
	○　どちらの解決策の立場の人も納得するための知識や技能
	○　解決策と理由の違いや多様性を認めて合意形成を図る力　
	○　自分の意見と異なる他者と協働して，みんなが納得できる方法を考えようとする態度
○　「いろいろな人と関わり，友達のよさを知る」という目的に沿って活動しようとする態度


																																																			
３　議題の計画																																							
	次
	時
	○学習活動
	◆働き掛け
	☆資質・能力
	評価する対象

	
	
	
	
	・予想される子どもの反応
	◎評価

	
	１
	○　学級をよりよくしていくために，本議題を通しての課題を設定する。
	◆　学級力アンケートの結果から，協調維持力を高めるための解決策を問う。
	☆特別活動③，ツール活用能力
	発話，ワークシート記述

	
	
	
	
	いろいろな人と関わって，友達のよさを知りたい。


・協調維持力を高めるには，今までＣＣＴでやってきた活動がよさそうだ。
（タブレット端末で画像や動画を視聴）
・学級イベントをして，絆を深めたい。
③みんなでマシュマロリバーをして，協調維持力を高めていきたい。
	③目的を達成するための自分なりの解決策を書いている。

	
	２
	○　みんなでよりよい解決策を目指して話し合うための課題を設定する。
	◆　「けいどろ」「マシュマロリバー」についての短所を提示してみんなが納得できそうかを問い，なぜ長所を出し合う必要があるのかを問う。　　　　　　　　【働き掛け１】
※それぞれの解決策の短所を提示し，読む。
	【学習課題】
みんなが納得するために，それぞれの長所について考えたい。

	

	
	
	○　課題を解決するための見通しをもつ。


	◆　「けいどろ」「マシュマロリバー」について目的が達成できそうな理由を出し合わせ，長所につながる経験と何を基に話し合えばみんなが納得できるのかを問う。
【働き掛け２】
	・長所だけを出し合っていたときは「本当かな」って思ったけど，経験を聞くと「ああ，やっぱりそうなんだな」と少し納得する。
・長所とその経験を基に話し合えば，もっとみんなが納得できそう。
	

	
	
	○　目的を達成できそうな解決策を選んでその長所を自分の体験を根拠に述べる。




	◆　「けいどろ」と「マシュマロリバー」のうち，目的を達成できそうな解決策とその理由とを問う。　　　　　　【働き掛け３－①】
	☆特別活動①
	ワークシート記述

	
	
	
	
	①前に警察の役をやったときに，泥棒を捕まえるための作戦を立てた。それで本当に捕まえられて，協力し合えた感じがした。作戦を立てないで捕まえていた人もいたかもしれないけど，今回はいろいろな人と関わるのが目的だから，しっかり作戦タイムを取れば関わる場はつくれる。
	①目的を達成できそうな解決策について，その長所を自分の体験を根拠に述べている。

	
	３
	○　解決策に共通することを考える。
	◆　「けいどろ」と「マシュマロリバー」の共通点を問う。　　　　　【働き掛け３－②】
	☆特別活動③
	発話，ワークシート記述

	
	
	
	
	③普段関わらない人とも関わるようにしたいという思いは同じだ。
	③解決策に共通する思いを述べている。

	
	
	〇　話合いの折り合いの付け方を決める。
	◆　話合いの決定方法とその理由とを問う。
【働き掛け４】

	☆特別活動①②
	発話，ワークシート記述

	
	
	
	
	ぼくは，今回の学級イベントはまずマシュマロリバーを先にした方がよいと思う。確かに○○さんが言ったように，マシュマロリバーは絶対に男女で協力しないと成功しなくて，確実に関われるということに納得した。ぼくのグループもそうだった。けいどろもいろいろな人と関われるけど，達成できる確実性を考えると，やっぱりマシュマロリバーがいい。





	

	
	
	○　発揮した資質・能力を自覚する。
	◆　決定したことに対して納得できたかと，なぜそう思うのかを問う。　　　【働き掛け５】
	ぼくは，マシュマロリバーをやれば男女関係なく協力できそうだということが分かった。それに，自分が賛成していたけいどろもいろいろな人と関われると言ってもらえた。相手の意見のよさも分かったし，自分の意見のよさも分かってもらえたから，納得できた。

	
	４
	○　話し合って決めたことを実践する。
	◆　解決策を実践する場を設定し，協調維持力が高まったかを問う。
※実践後，振り返りを行う。
	☆特別活動③，協働性
	活動の様子，ワークシート記述

	
	
	
	
	・マシュマロリバーで，いろいろな人と関わることができた。
・男子と女子が仲良く遊んでいたから，協調維持力が高まった。
[bookmark: _GoBack]③いろいろな人と関われるように，進んで手をつないだりアイデアを出したりした。
	③目的を意識してマシュマロリバーに取り組んでいる。



